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春
の
気
配
も
と
と
の
っ
た
好
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。
皆
さ
ま
、い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
緊
急

事
態
措
置
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
変
異
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
も
増
え
つ
つ
あ
り
、
歓
送
迎
会
や
卒
業

旅
行
な
ど
人
の
移
動
や
飲
食
の
機
会
が
多
い
時

期
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
油
断
は
禁
物
で
す
。
感
染

の
再
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が

「
う
つ
ら
な
い
・
う
つ
さ
な
い
」
の
強
い
思
い
で

生
活
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
引
き
続
き
、
気
を
引

き
締
め
て
感
染
防
止
に
取
り
組
み
、
こ
の
難
局
を

と
も
に
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ポストコロナ時代へ 今が挑戦のときポストコロナ時代へ 今が挑戦のとき
　

い
か
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
創
意

工
夫
を
し
て
次
代
に
投
資
し
、
未
来
を
先
取
り
し

て
活
力
に
満
ち
た
兵
庫
を
創
り
上
げ
て
い
く
姿

勢
が
大
切
で
す
。

　

昨
年
12
月
、
井
戸
知
事
が
今
期
で
退
任
す
る
意

向
を
表
明
し
ま
し
た
。
５
期
20
年
に
わ
た
る
着
実

で
確
か
な
歩
み
に
最
大
限
の
敬
意
と
感
謝
を
贈

り
つ
つ
、
新
し
い
兵
庫
の
リ
ー
ダ
ー
と
と
も
に
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
向
け
て
手
を
携
え
て
挑
戦

し
、「
す
こ
や
か
姫
路
」
の
実
現
に
引
き
続
き
全

力
投
球
し
て
い
く
こ
と
を
お
伝
え
し
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

五島 壮一郎のプロフィール
H12.3　姫路市立広畑小・中学校
H15.3　兵庫県立姫路東高校卒業（55 回生）
H19.3　岡山大学工学部卒業
H19.4　電子機器メーカー勤務
H27.6　兵庫県議会議員（1期目）
H29.6　農政環境常任委員会 副委員長
R 1.6　兵庫県議会議員（2期目）
　    　自民党県議団 副幹事長
R 2.6　産業労働常任委員会 副委員長

【現在の代表的な肩書き】
兵庫県早朝野球連盟会長、兵庫県相撲連盟会
長、吟道摂楠流姫路地区連合会相談役、（公財）
姫路十字会理事、社会福祉法人理事、専門学
校理事、自由民主党兵庫県第11選挙区支部
青年部長、壮新会代表

第 353 回定例県議会の一般質問に登壇しま
した。2面に詳細を掲載しています

　

さ
て
、
２
月
定
例
会
と
な
る
第
３
５
３
回
県
議

会
を
こ
の
ほ
ど
開
会
し
、
総
額
４
兆
６
千
億
円
を

超
え
る
令
和
３
年
度
県
当
初
予
算
を
可
決
、
成
立

し
ま
し
た
。
過
去
最
大
の
予
算
規
模
に
膨
ら
み
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
経
営
難
に
陥
る

中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、
貸
付
融
資
の
目
標

額
を
過
去
最
高
の
８
千
億
円
ま
で
拡
大
し
た
こ

と
が
要
因
で
す
。

　

一
方
、
投
資
的
経
費
は
国
庫
補
助
事
業
、
県
単

独
事
業
、
災
害
復
旧
事
業
そ
れ
ぞ
れ
で
減
少
し
、

自
然
災
害
へ
の
備
え
な
ど
緊
急
を
要
す
る
普
通

建
設
事
業
費
は
２
月
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た
14

カ
月
予
算
と
し
て
捉
え
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
を

確
保
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
分
の
デ
ジ
タ
ル
改
革

が
２
カ
月
で
起
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
常

を
取
り
戻
す
た
め
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、

コ
ロ
ナ
終
息
後
の
新
た
な
価
値
観
に
基
づ
く
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
の
到
来
と
い
う
社
会
変
化
に

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
年
度
事
業
で
は
、
自
動
運
転
や
遠
隔
医
療

な
ど
を
見
据
え
た
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
」、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
分
散
化
な
ど
の
動
き
に
対
応

し
た
「
変
化
に
強
い
産
業
構
造
へ
の
転
換
」、“

密

か
ら
疎”

へ
の
潮
流
を
引
き
込
む
「
地
方
回
帰
」

な
ど
を
重
要
視
し
て
施
策
を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
将
来
構
想
研
究
会
で
は
、
２
０
５
０
年

を
展
望
し
て
兵
庫
が
歩
む
べ
き
姿
勢
を
示
し
た

多
様
な
シ
ナ
リ
オ
を
描
き
、
こ
れ
を
基
本
に
新
た

な
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
後
の
社
会
変
化
に
対
応
を

「
す
こ
や
か
姫
路
」へ
全
力
投
球

　

総
額
４
兆
６
０
６
８
億
円
に
上
る
令
和
３
年
度
県
当
初
予
算
を

第
３
５
３
回
定
例
県
議
会
で
審
議
し
、
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

２
月
17
日
か
ら
延
べ
36
日
間
に
わ
た
っ
て
審
議
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
経
済
的
影
響
が
長
期
化
す
る
こ
と
を
見
据
え
、
中
小
企
業
へ
の

資
金
貸
付
金
と
し
て
過
去
最
大
と
な
る
融
資
目
標
８
０
０
０
億
円

を
確
保
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

第
３
５
３
回
定
例
県
議
会
・
新
年
度
予
算
な
ど
審
議

高
齢
者

施

設

職
員
ら
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も

　

令
和
３
年
度
当
初
予
算
の
一
般

会
計
等
の
規
模
は
、
企
業
融
資
で

上
乗
せ
し
た
分
を
除
く
と
ほ
ぼ
前

年
度
並
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
令
和
２
年

度
２
月
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た
14

カ
月
予
算
と
し
、
前
年
度
と
同
規

模
の
２
６
３
０
億
円
を
計
上
。
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災

害
の
備
え
や
、
減
災
対
策
な
ど
緊

急
的
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
予
算
の
詳
細
は
第
３
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
県

内
で
も
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
が

務
事
業
は
２
２
９
事
業
を
廃
止

し
、
新
た
に
79
事
業
を
加
え
た

１
３
６
４
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
２
月
補
正

予
算
案
も
上
程
さ
れ
、
原
案
通
り

可
決
。
国
の
第
３
次
補
正
予
算
を

活
用
し
、
経
済
対
策
や
地
域
活
性

化
を
中
心
と
し
て
総
額
約
２
２
７

９
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
高
齢

者
等
が
入
所
す
る
施
設
の
新
規
入

所
者
や
職
員
ら
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
す
る
事
業
な
ど
に
充
て
て
い

ま
す
。

第
３
５
３
回
定
例
県
議
会
で

令
和
３
年
度
当
初
予
算
を
可

決
し
ま
し
た

令和３年度令和３年度
県当初予算県当初予算総額４兆６千億円超で成立総額４兆６千億円超で成立

中小企業の経営支援で融資目標８千億円

始
ま
り
、
感
染
拡
大
を
抑
え

る
一
つ
の
正
念
場
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

引
き
続
き
医
療
提
供
体
制

の
充
実
や
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
視
野
に

入
れ
た
各
種
政
策
も
盛
り
込

み
ま
し
た
。

　

結
果
、
令
和
３
年
度
の
事

　国が不妊治療の助成制度を大幅に拡充したことを
受け、県は夫婦一緒に検査を受ければ費用の一部を
補助する制度を新たに創設しました。また、不育症
治療も、国制度では対象外の費用を支援することに
しました。

不妊治療の検査費補助制度を創設
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令和３年度県当初予算令和３年度県当初予算 1364事業を展開・主な事業1364事業を展開・主な事業

▷新型コロナ対策◁
【相談体制・ワクチン接種体制など
の整備】新県民相談窓口（コールセ
ンター）の人員体制強化、ワクチン
の医療従事者への優先接種、市町に
よる高齢者等への優先接種を適切に
実施する体制を整備

【妊産婦総合支援事業
の実施】妊産婦に分娩
前にＰＣＲ検査等を受
ける際の費用を助成

ている飲食店等によるテイクアウト
やデリバリーなどの事業展開や感染
防止対策を支援
【県で1200人規模の緊急雇用】
新型コロナの影響で職を失った人な
どを対象に、1200 人規模の緊急雇
用創出事業を実施。新たな職が見つ
かるまで、県の関連業務で一定期間
就労する
▷そのほかの主な事業◁
【三世代同居対応改修工事推進事業
の実施】三世代同居など複数世帯が
同居するための改修工事を補助
【オンライン診療へ検討会】どんな

けた検討会を設置
【姫路に新病院 ４
年度供用】救命救急センターを含む
病床数 736 床の県立はりま姫路総
合医療センター（仮称）を令和４年
度上期から供用開始する。３年度は
建設工事のほか、広畑病院との連携
を一層強化して統合に向けた準備を
進める
【建設業の人材確保を支援】コロナ
禍での雇用・収入の安定と建設業界
の人材確保を図るため、建設現場で
の就労に向けた未経験者への知識・
技能習得訓練を実施
【自殺対策で意識調査実施】急増す
る自殺者に対し、各種の相談窓口を
拡充。コロナが与えた影響などを把
握する意識調査を実施

地方交付税等
17.6％
4794 億円

県税等
28.0％
7647 億円

国庫
支出
金
8.0％

2197 億円余繰入金
3.2％

879 億円余

諸収入
37.1％

1 兆 122 億円余

県債（臨時財政
対策債を除く）
4.7％

1282 億円余

その他

【歳入】
2兆 7304億700万円

【歳出（目的別）】
2兆 7304億700万円 議会費

0.1％
25 億円余その他

警察費
5.1％

1392 億円余

公債費
11.5％

3134 億円余

教育費
13.5％

3696 億円余

総務費
8.6％

2364 億円余

民生費
12.6％

3430 億円余
衛生費
3.5％

957 億円余

農林
水産費
3.1％

847 億円余

商工費
35.9％

9802 億円余

土木費
5.4％

1464 億円余

令和 3年度県当初予算（一般会計）の歳入・歳出内訳

　

令
和
３
年
度
の
県
当
初
予
算
は

一
般
会
計
が
２
兆
７
３
０
４
億

円
、
特
別
会
計
な
ど
を
合
わ
せ
た

総
額
は
４
兆
６
０
６
８
億
円
で
過

去
最
大
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
へ
の
ス
タ
ー

ト
を
切
る
予
算
に
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
県
税
収
入
が
全
体

で
前
年
度
よ
り
９
１
９
億
円
を
下

回
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
企
業
業

績
の
悪
化
な
ど
で
厳
し
い
財
政
運

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
債
は
国
の
第
３
次
補
正
予
算

で
防
災
・
減
災
・
国
土
強
じ
ん
化

緊
急
対
策
事
業
債
が
な
く
な
り
、

地
方
税
等
の
減
収
措
置
と
し
て
認

め
ら
れ
た
特
別
減
収
対
策
債
の
発

行
な
ど
で
前
年
度
か
ら
32
億
円
増

の
１
２
８
３
億
円
と
な
り
ま
し

た
。
臨
時
財
政
対
策
債
、
減
収
補

て
ん
債
を
除
く
実
質
的
な
県
債
残

高
は
３
兆
３
７
９
億
円
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
行
政
経
費
が
中
小

企
業
の
融
資
制
度
拡
充
で
上
乗
せ

さ
れ
、
前
年
度
比
で
７
６
１
７
億

円
増
と
な
る
１
兆
５
４
６
４
億
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
上
記
グ
ラ
フ

で
は
目
的
別
で
示
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
フ
レ
ー
ム
に
よ
る
令
和
３

年
度
の
県
税
収
入
等
は
、
昨
年
９

月
時
点
で
約
２
０
０
０
億
円
の
減

【移動型ＰＣＲ検
査システム開発へ
の支援】移動型Ｐ
ＣＲ検査システム

のコンパクト化に向けた開発を支援
【ワクチン接種体制の推進】市町に
よる高齢者等へのワクチン優先接種
を実施するため、各種調整業務等に
必要となる体制を整備

【障害福祉分野のＩＣＴモデル事業・
ロボット等導入支援事業の実施】感
染拡大防止でＩＣＴ導入やロボット
等の導入を支援
【幼稚園の感染防止対策・ＩＣＴ化
への支援】
【商工会・商工会議所の相談機能強
化事業の実施】窓口相談の対応で商
工会・商工会議所がＯＢ等を雇用す
る費用を臨時的に支援
【がんばるお店・お宿応援事業】コ
ロナ禍の影響を受け、売上が減少し

地域でも質の高
い医療が受けら
れるよう、遠隔
医療の導入に向

　決算特別委員会の委員に選任さ
れ、昨年 10 月１日から 21 日にか
けて令和元年度一般会計などを集中
審議しました。６分野延べ 27項目
について質問し、県当局の対応を求

おけるその他の感染症対策について
【企画県民部】
　県契約における適正労働条件確保の
ための最低制限価格制度等の導入につ
いて▶「ひょうご安全の日」の推進に

ついて▶ひょうご防災ネットの運営に
ついて▶一般行政部門職員の年齢構成
の平準化について
【健康福祉部】
歯科口腔保健施策の充実・推進につ
いて▶ケアマネジャーの資質向上に向
けた行政の支援について▶ひょうごケ
ア・アシスタント事業について▶放課
後児童クラブ開所時間延長支援事業に
ついて▶血液確保対策事業について
【公安委員会】
Live110（ライブイチイチマル）
の運用について▶サイバー犯罪捜査に
携わる人材の育成について▶児童虐待
にかかる警察と関係機関との連携につ

いて▶SNS・インターネット利用
に起因して子どもが巻き込まれる性
犯罪被害等の防止について
【県土整備部】
　イメージハンプの活用について▶
豪雨に備えたダムの事前放流等の取
組について▶渋滞交差点の解消につ
いて▶姫路港広畑地区の発展につい
て▶建設業界における中小企業への
働き方改革の取組み支援について
【教育委員会】
　県立高校における外国語指導助手
（ALT）の活用の充実について▶教
職員の多忙化の解消策について▶文
化財の保護と今後の活用について▶
県立高校におけるSDGsを扱った
取組みについて

決算特別委員会の委
員に選任・集中審議 6分野27項目で対応求める
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めました。主な項目を紹介
します。

◇　　　　◇
【財政状況】
　指定管理者制度について
▶基金の運用について▶自
動車税に関する制度改正の
影響について▶コロナ禍に
よる県税徴収猶予の特例措
置の影響について▶県税に
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高齢者高齢者ののデジタル化適応デジタル化適応にに支援を支援を

一般質問
に登壇！ 県当局に県当局に６つ６つの提言の提言

　第353回定例県議会で３月１日、一
般質問に登壇しました。内容は「高齢者
のデジタル社会適応の支援」「兵庫の水
素社会の実現」「鳥インフルエンザ対策」

「豊かな瀬戸内の海づくり」など６項目
をまとめ、県当局に提言しました。
　下記に各項目を要約し、ご紹介いたし
ます。

【五島質問】
　インターネットを活用した行政
サービスは今後、さらに増加する。
総務省は今年度、デジタル活用支援
員が高齢者などにデジタルサービス
の利用法を教える実証事業を全国で
行い、来年度から本格実施する。高
齢者など、支援が必要な人が社会の
デジタル化にスムーズに適応できる
よう支援に取り組むことが必要だ。
【県当局】
　高齢者大学でのパソコン活用講座

の開催や在宅
オンライン授
業の導入など
で高齢者にＩ
ＣＴ活用の機
会を提供している。行政手続きのオン
ライン化では、高齢者でも利活用が進
むように、使いやすいアプリやソフト
に改良するなど配慮し、地域の身近な
人が高齢者等の学びを支援する「デジ
タル活用支援員制度」の組織化も市町
に働きかける。

鳥インフルエンザ対策鳥インフルエンザ対策鳥インフルエンザ対策鳥インフルエンザ対策のののののの徹底必要徹底必要徹底必要徹底必要
【五島質問】
　鳥インフルエンザ対策として、香川
県や徳島県ではため池周辺の緊急消毒
を実施するなど、渡り鳥が飛来すると
ころまで消毒を行ったケースもある。
本県でもこれまで通りの対応で良いの
か疑問で、県内の養鶏業者は神経をと
がらせている。全国的な発生を踏まえ、
どう取り組んでいくのか。
【県当局】
　農場への野生動物の進入防止や農場
ごとの個別の防疫作業マニュアルづく

りなど防疫対策の強化に取り組んで
いる。香川県で発生が頻発したこと
から、消石灰の配付、鶏舎周辺の消
毒、生産者による防鳥ネットの点検
と修繕、すべての農場への立ち入り
指導など警戒を強めている。また、
大規模発生の対策として、防疫のた
めの現場作業員の
増員、県職員の動
員の事前登録拡大
などで備え、対策
を強化していく。

脱炭素社会脱炭素社会へへ温暖化対策温暖化対策温暖化対策いかにいかに
【五島質問】
　地球温暖化
は自然災害の
頻発化・激甚
化や、農林水

ガスの削減が進みにくい産業構造にあ
るとも言われるが、温暖化対策をどう
進めていくのか。
【県当局】
　本県は、特に産業部門の占める温室
効果ガス排出量が 66％、全国平均の
39％に比べてはるかに高いという状
況がある。
　産業・業務部門で県条例に基づく排
出抑制計画・報告・公表制度を強化。
創エネ・省エネ設備の計画導入や工場
屋根への太陽光パネル設置などの補助
や、極めて低利な融資制度などで支援
していく。

産物、自然生態系などに深刻な影響
を及ぼすもので、その対策は世界共
通の喫緊の課題だ。
　本県では、2050 年までに二酸化
炭素の排出を実質ゼロにする方針を
表明し、国でも同様の目標が打ち立
てられた。
　産業立県とも言われる本県は多く
の工場や事業所が集積し、温室効果

瀬戸内海瀬戸内海瀬戸内海瀬戸内海のののの再生再生再生再生へへへへ法改正活用法改正活用法改正活用法改正活用法改正活用法改正活用をををを
【五島質問】
　瀬戸内海では厳しい水質規制で富栄
養化が改善された一方で、生物の成長
に必要な栄養塩が減少し、漁獲量が減
少したり、ノリの色落ちが頻発するな
ど海の豊かさが失われてきた。
　国では瀬戸内海環境保全特別措置法
の改正を進め、関係府県の知事が特定
の海域における栄養塩の濃度を増やせ

踏まえ、県は豊かな海の再生にどう
取り組むのか。
【知事】
　改正瀬戸内海法案が閣議決定さ
れ、本県の考え方と施策が反映され
た栄養塩管理制度が創設されること
になった。瀬戸内海の各海域で関係
府県の栄養塩管理の取り組みが計画
を定めることで拡大することにな
る。また、栄養塩供給を行う工場の
排水規制緩和などの特例制度が法案
に盛り込まれており、本県の先進的
な取り組みを法制度のもとでさらに
本格化させていく。

るようにする
管理制度の導
入が盛り込ま
れている。
　この動きを

国際水素サプラ国際水素サプラ
イチェーン拠点イチェーン拠点イチェーン拠点 姫路港姫路港にに誘致めざせ誘致めざせ

【五島質問】
　次世代のエネルギーとして、水素
の活用が期待されている。
　県では、2030 年ごろに水素の輸
入を本格化する国の方針を受け、国
際的な水素サプライチェーンの拠点
となる水素受け入れ基地の県内立地
について調査をまとめた。これによ
ると、姫路港が今後の国際水素サプ
ライチェーンの拠点となり得る可能
性が多分にあると考えられている。
この水素受け入れ基地の誘致が実現
されれば、そこに新たなビジネス展
開や研究開発企業群が集積するこ

とも考えられ
る。こうした
水素社会の実
現に県はどん
な役割を果た
そうとしているのか。
【知事】
　水素受け入れ基地の誘致場所は姫路
港が適地ではないかと考える。既設の
ＬＮＧ基地やガスタービン発電所を活
用した水素発電に加え、石炭の代わり
に水素を用いた製鉄卸売市場での冷熱
利用など、姫路エリアは多彩な水素利
活用のモデル地域になり得る。

休日休日のの部活動地域移行部活動地域移行へへ方針示せ方針示せ方針示せ
【五島質問】
　学校の部活動は、教科学習とは異な
る集団での活動を通じた人間形成の機
会や多様な活躍を創出する場として意
義がある一方、長年、教員の献身的な
犠牲のもとに行われてきたという課題
がある。
　また、配属される教師数の減少で、
校長などの管理職が部活動顧問の配
置・割当てを苦慮する場面も想像でき
るほか、生徒数の減少で例えばチーム、
団体競技のメンバーを学校単位で確保
できない状況に陥り、部活動が存続で
きなくなっているケースが現実に起き

ている。
　文科省の部活
動改革では令和
５年度以降、休
日の部活動の段
階的な地域移行、都市・過疎地域に
おける他校との合同部活動などが掲
げられているが、どう取り組むのか。
【教育長】
　国による休日の部活動を段階的に
地域に移行するための実践研究で、
西宮市と播磨町でモデル事業を実施
する。この研究を踏まえ、さまざま
な観点から慎重に検討していく。

兵庫県議会議員 五島壮一郎 県政報告（２）令和 3年度春号
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本県政報告へのご感想、お困りごとや地域の懸念事項など

皆さまからのご意見、ご要望をお聞かせ下さい。

姫 路 港
広畑地区で 国際物流ターミナル整備事業

国が新規事業化に着手！国が新規事業化に着手！
多く集まり、サプライチェー
ンの重要拠点として国内経
済・産業の成長を支えていま
す。網干沖地区の埋め立て事
業も近く完成予定で、加えて
播磨臨海部の物流ネットワー
クを強化することで、企業進
出や設備投資がさらに促進さ
れることになります。
　同事業は大型船舶の受け入

れを可能にする岸壁の新設
や、航路・泊地、広畑区と網
干区をつなぐ臨港道路などを
整備するもので、埠頭間の連
携を強化していくねらいもあ
ります。
　期間は令和 3年度から 12
年度まで。事業費は 270 億
円を見込んでいます。
　今後とも、円滑な事業の執

行や港湾の利活用を促進
するため、国や県、市、
地元経済界と連携しなが
ら地域の発展のため力強
く取り組んでいきます。
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▷▷ 中播磨県民局・新年度の主な事業 ◁◁
【思わず訪れたくなる中は
りま】
　日本遺産「銀の馬車道・鉱
石の道」推進プロジェクト（つ
なぐ銀の馬車道～轍プロジェ
クト、銀の馬車道ブランドの

五
島
壮
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郎
事
務
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　これまで決算特別委員
会などでねばり強く要望
してきた姫路港広畑地区
の「国際物流ターミナル
整備事業」について、国
は新規事業化に向けた手
続きを今年４月から着手
することを決めました。
　広畑地区は日本を代表
するものづくり企業が数

育
・
研
究
部
門
も
一

括
で
整
備
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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県立はりま姫路県立はりま姫路
総合医療センター総合医療センター令和４年度供用開始令和４年度供用開始

                              五島壮一郎県会議員五島壮一郎県会議員のの
              フォト・レポートフォト・レポート

令和５年度から暫定２車線の供用開始をめざ
して、正門通りから姫路西バイパスをつなぐ
南北道路となる一般県道広畑青山線を整備
中。現在はＪＲ山陽本線交差部を施工してお
り、道路を掘り下げて交差道をくぐる区間
300㍍のアンダーパス方式で進めています。
なお、山陽本線は公共交通の大動脈であるた
め、列車が通行していない深夜の時間帯に工
事を行っています

新
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で
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理化学研究所と富士通が 2014 年
から開発を進めてきたスーパーコン
ピュータ「富岳」。今年３月に完成し、
神戸市・ポートアイランドの理化学
研究所計算科学研究センターで共用
を開始しています。最大で「京」の
100倍というアプリケーションの実
効性能があり、学術・産業分野で活
躍しています

推進、「銀の馬車道・鉱石の道」
の見える化と魅力発信）▶思
わず行きたくなる中はりま誘
客推進▶豊かな資源を活かし
た食の魅力発信（食と農で結
ぶ夢街道づくり、はりま姫路
の前どれ海の幸グレードアッ
プ作戦、中はりま食文化の発
信）
　【若者・女性が活躍できる
中はりま】
　中はりまの企業ＰＲ大作戦
（ＵＪＩターン対策）▶産学

官連携による若手人材確保と
産業力の強化▶女性の活躍を
促進する企業セミナー▶中は
りま農的くらし定着支援▶高
校生による日本遺産魅力発見
ワークショップ
　【活気とにぎわいのある中
はりま】
　観光クルーズ客船の誘致強

化▶ものづくりを支える人
財確保支援▶中はりま農業パ
ワーアップ作戦
　【暮らしやすさナンバーワ
ンの中はりま】
　ふるさと意識、地域への愛
着の醸成（未来へつなぐ中は
りま農業水利の歴史事業、中
播磨地域ビジョンの推進）▶

暮らしの安全・安心の推進（高
齢者の低栄養・フレイル対策、
授産品の販路
拡大支援、災
害時における
医療提供に関
する情報伝達
訓練・研修事
業）

銀の馬車道の発着点の飾磨津物
揚場跡

各種会合などでねばり強く要望し
てきた結果、新年度に実現するこ
とが決まりました

▲

◀ ▶

令和４年度上期の供用開始をめざして建設中
の県立はりま姫路総合医療センターを視察

▲

▲

広畑地区

網干地区

浜田地区

網干沖地区


